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薬に託された少女たちの叫び・・・OD（オーバードーズ）の本質とは 

http://zenkaidou.sblo.jp/archives/20250927-1.html 

 

 

──オーバードーズは、孤立のサインです。 

 

 近年、若者の間で「オーバードーズ（過量服薬）」が深刻な社会問題となっています。 

薬は本来、命を守るためのものです。けれど、孤独や苦しさの中で薬を“逃げ場所”として選んで

しまう人たちがいます。 それは「いまの心の痛みを止めたい」「誰かに気づいてほしい」という小

さな叫びなのだと思います。 

 

私たち薬剤師は、その声を見逃してはいけません。薬を渡すだけでなく、その手の震え、その目

の揺れ、その沈黙の奥にある想いに気づくこと。それが、薬剤師の本当の専門性であり、医療の

最前線に立つ使命だと考えます。 

 

オーバードーズの背景には、心の孤立があります。SNS での承認欲求、家庭や学校での居場

所の喪失、そして医療へのアクセスの難しさ。そのすべてが、若者たちを“薬という最後の居場所”

へと追い込んでしまっているのです。 

 

だからこそ、私たちは「薬を渡す人」ではなく、「話を聴く人」でありたいと思います。薬局は、病

院に行くほどではないけれど、心が苦しいときにふらりと立ち寄れる場所であるべきです。そこに

いる薬剤師が、やさしく声をかけるだけで救われる心がきっとあります。 

 

薬は、孤独を深めるためのものではありません。 

 

薬は、人と人とをつなぐ“対話のきっかけ”であってほしいのです。誰かが静かに差し出したその

手を、私たちは決して離しません。 
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